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｢群馬県の教育に関する
県民アンケート｣結果
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「群馬県の教育に関する県民アンケート」結果

【県民アンケートの概要】

・アンケート方法 標本抽出法(母集団の全体データが抽出できないとき、その一部を

標本として抽出する方法）

・対象 １，０５０人

（内訳）幼児児童生徒の保護者、大学生、民間企業等の経営者・従業員、

地域住民団体の構成員、文化施設の利用者、生涯学習施設の利用者、

スポーツ施設の利用者

・実施時期 ７月中旬～下旬（アンケート配布：７月１１日、回答期限：７月２５日）

１ 回収率

・配布数（A） 1,050部
・回収数（B） 823部
・回収率（B/A） 78.4％

２ アンケート結果

（１）回答者の基礎情報
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（２）小学校について

（３）中学校について
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（４）小・中学校について
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（５）高校について
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（６）教育の施策について
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（７）生涯学習について

（８）文化芸術について
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（９）運動・スポーツについて
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（10）群馬県について

（11）自由記入欄の主な意見について

・学習、情操（美術、音楽等の芸術面）、運動のバランスのとれた教育を切に望

みます。教育の充実こそ、”住みよい群馬”を作る源と思います。

・群馬独自の教育方針で子供たちの学力を高めていってもらいたい。

・個人がそれぞれ、どれだけ正しく物事を理解できるか、そのための教育だと思

ってきたのですが、社会全体、世界中がおかしな方向へ向かっているとしか思

えません。「人をバカにしない」、「ありがとうが言える」、「ごめんなさいが言

える」。子どもに最低限身に付けさせようと思っているのはこの３点です。

・子供たちがとにかく安全に幸せに暮らしていけるように配慮してください。い

じめによる不登校、自殺など絶対になくしてください。

・さくらプランやわかばプランなど、独自のものがあり、良いと思う。児童、生

徒の育成のために柔軟な対応を今後もしていっていただけたら、と思う。

・毎週でなくても土曜日も授業をしたほうが、ゆとりある学習時間が持てると思

います。

・高校の統廃合化は仕方ない部分もあるかと思いますが、小学校の場合は、例え

少人数の学校でも、統廃合は絶対してほしくありません。

・少子化により、小学校の統廃合は考えているのでしょうか。１年～６年まで１

クラスでクラス替えがないというのはいかがなものでしょうか。

・高校の統合は早急に考えるべきだと思う。部活や学校行事において、少なくて

は出来ないことはたくさんある。

・少子化に伴う統廃合はやむを得ないとは思いますが、公立の女子校がなくなっ

てしまうのは残念です。大人になってみると、女子ばかりで過ごした３年間は

貴重な思い出です。
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・思春期の成長発達を考えるのであれば、高校は男女共学の方がいいと思います。

・私には障害を持つ子どもがいますが、地域に相談センターや特別支援教室があ

るので助かっています。ただ、まだまだ周りの理解がなく、切ない思いをした

ことが何度かありました。今後、いろいろな種類の障害を多くの人に理解して

もらえることを願います。

・先生方自身の精神的余裕が感じられない。周りを気にして、いつもせわしなく

飛び回っている。指導する立場にゆとりがほしい。

・最近では、生徒に関心のない、職業が教師、という人が増えているように思わ

れます。教育者の育成に力を入れてもらえればと思います。

・社会へ出る生徒を教育する人が一般社会、企業を知らなすぎる。５～６年に一

度、半年程度の社会研修を！

・家庭で教えるべきこと、伝えるべきこと自体が行えていないように感じる。親

が子に伝えるべきことを学ぶ場を設けていってもらいたい。

・地域の力が子供たちの成長をより助けてくれると思います。学校、保護者、そ

して地域の大人が本気で向き合えば、子供たちには通じるのではないかと思い

ます。

・部活動等により、人間関係の育成やコミュニケーション、辛さを乗り越えての

喜びを子どもたちに知って欲しい。

・生活している身近な地域に、軽スポーツで良いからスポーツを行う公共の施設

がほしい。


